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通建連合と各構成組織は、安全労働を運動の重要な柱と位置付け、安全衛生委員会等

の場において各社の安全施策の展開状況について確認を実施するとともに、労働組合独
自の労働安全衛生確立に向けた取り組みを展開してきました。 
しかし、全国的に重症事故に繋がりかねない転倒・転落事故等が依然として後を絶た

ず、これまで発生している同種の事故が発生し、いずれの事故も要因を見れば作業者自
身の近道行動や不安全行動、作業手順の誤りに起因するものが多くなっております。 
そのような状況にあることから、改めて現場第一線における安全意識の向上と決して

事故を起こさない安全風土の醸成が極めて重要であると判断し、１月１７日～２月２８
日の期間において通建連合「安全衛生強化期間」を設定し、安全グッズを配布しながら
安全労働に向けた注意喚起を行うとともに、「魅力ある通建業界」を目指し、現場第一線
における意見収集を実施することとしました。 

インフラ東北としては、東北管内においても事故が断続的に続いている現状を重く受
け止め、「二度と私たちの職場からは人身事故を発生させない」ことを肝に命じ、安全意
識の向上・啓蒙活動等の取り組み強化に向け、以下の内容で取り組みを展開することと

します。 

インフラ東北としての取組内容   期間：2022年 2月 1日 ～ 2月 28日 

①各職場の朝礼等において注意喚起の実施 
  ⇒組合役員・分会長が参加し取り組み趣旨の説明および安全グッズ配布による啓蒙活動 

②現場（労使合同）パトロールの実施 
  ⇒労使合同による現場第一線の方々との対話を重視したパトロール 

③通建連合「職場実態アンケート調査」の実施 
  ⇒現場作業に従事される方を対象とし、現場第一線における意見収集を目的とした 

アンケートの実施（グッズ記載のQRコードより回答） 
 

【安全グッズイメージ】 
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